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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、インド・カルナータカ州マンガルール郡における大規模な開発事業
の進展とその影響について、ブータ祭祀と呼ばれる神霊祭祀に焦点を当てて検討し、開発と環境、宗教実践の関
係を明らかにすることである。本研究では、開発事業に伴う環境破壊と住民の強制的移住、反開発運動の展開、
工場内での宗教祭祀の復興について、土地や自然と密接に結びついたブータ祭祀を基軸として検討してきた。こ
の研究を通して、反開発運動における宗教実践の重要な役割が明らかになった。また、工業プラントでの調査を
通して、自然と人間の関係を回復する試みのひとつとして、プラント内部で神霊祭祀が新たに創造されているこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This project investigated the influence of development projects in Dakshina 
Kannada, Karnataka State of India. Since the 1980s, these projects have affected the lives of 
villagers. I examined how villagers have coped with deforestation and the fragmentation of village 
communities. How do spirit, or buuta, rituals interact with villagers’ responses to development 
projects? How are the outsiders who implement development projects related to the land and deities 
in the area? To address these questions, I investigated the following three topics: buuta worship in
 anti-development activism, conflicts arising from development projects, and the case of buuta 
worship inside an industrial plant. I clarified the ambivalent effects of the buutas, who both 
strongly support anti-development activism and bind people to their land. Furthermore, I examined 
new manifestations of buuta worship within plants in the special economic zone. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトの調査を通して、南インドにおいて自然と人々の関係性を媒介する神霊祭祀の重要性が明らかに
なった。また、大規模開発の進展という状況にあって、神霊祭祀が単に衰退するのではなく、新たな形で復活を
遂げているという状況が明らかになった。この研究成果は平成28年度に『環世界の人類学--南インドにおける野
生・近代・神霊祭祀』として京都大学学術出版会から刊行された。また英語版の著書の執筆も完成しており、現
在出版社によるレビュー中である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 申請者は 2008年以降、南インド・カルナータカ州マンガロール郡バジュペ地域において、
ブータ祭祀と呼ばれる土着の神霊祭祀に関する調査研究を行ってきた。これまでの調査か
ら、地域の土地や自然に根ざしたブータ祭祀は、村落社会の土地保有と生産物の分配、母
系制、家系／カースト間の分業と密接に関わっており、その儀礼は村落における家系間の
ヒエラルキーの再構築を可能としていることが明らかになった。また、憑依儀礼における
ブータ（神霊）と信者の交渉と、託宣を通して発揮される神霊のエイジェンシーが、人々
の日常的な社会関係に影響を及ぼしていることがわかった（石井 2010）。また申請者は、
神霊と人間のパースペクティヴの交換や、人とモノの協働性という点に焦点を当て、神霊
と人々の交渉について現象学的視座を採り入れつつ検討してきた（e.g. 石井 2013; Ishii 
2012）。これまでの調査の過程で、近年、調査地において大規模な開発事業が進展し、こ
のことが地域社会に重大な変化をもたらしていることが明らかになってきた。申請者の調
査地では、1980年代から官民複合型の大企業による開発事業が進められてきた。マンガロ
ール経済特区の建設を中心とする開発事業によって、広大な土地が企業に接収されるとと
もに、多くの人々が他地域への移住を余儀なくされている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、南インドにおける大規模な開発事業の進展とその影響について、ブー
タ祭祀と呼ばれる神霊祭祀に焦点を当てて検討し、開発と環境運動、宗教実践の交叉とそ
の動態を明らかにすることである。本研究では、開発事業に伴う大規模な環境破壊と住民
の強制移住、反開発運動の展開、工場内での宗教祭祀の勃興という今日的なイシューにつ
いて、地域の土地や自然と密接に結びついたブータ祭祀を基軸として検討する。その際、
本研究は、①環境運動論、②リスク・コミュニケーション研究、③社会運動と身体のエイ
ジェンシー論 をはじめとする多角的な視座を批判的に用いつつ、開発と環境運動、そし
て宗教実践をめぐる議論に新たな視座を拓くことを目指す。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、①現地調査、②文献研究、③論文執筆を三つの柱とする。平成 26年度は開発
の影響を被る村落住民、ならびに反開発運動を主導する社会運動家と環境団体の活動につ
いて調査を行う。平成 27年度は工業プラントでの参与観察を実施し、科学者と技術者らへ
のインタビューを行うとともに、プラント内でのブータ祭祀の実態を調査する。平成 28
年度は開発事業をめぐる住民同士の抗争について、複数の村落で事例を収集する。また、
住民の抵抗運動に対する企業からの暴力的弾圧について調査を行う。平成 29 年度には調査
結果をまとめ、国際シンポジウムを開催するとともに、学術図書を執筆・出版する。すべ
ての年度において、現地調査と並行して文献研究と論文執筆を行う。 
 
４．研究成果 
 本研究では、開発事業に伴う大規模な環境破壊と住民の強制的移住、反開発運動の展開、
工場内での宗教祭祀の復興について、地域の土地や自然と密接に結びついたブータ祭祀を
基軸として検討してきた。本研究は、①現地調査、②文献研究、③論文・著書の執筆を三
つの柱としている。平成 26 年度はブータ祭祀との関連を中心に、開発の影響を被っている
村落住民、ならびに反開発運動を主導する社会運動家や宗教指導者の活動について調査を
行った。平成 27年度は経済特区内にある企業や工業プラントでの参与観察を実施し、開発
を主導する企業の幹部、技術者、その他の雇用者へのインタビューを行うとともに、プラ
ント内でのブータ祭祀について調査を行った。平成 28年度は開発事業をめぐる住民同士の
コンフリクトや交渉のあり方について複数の村落で事例を収集するとともに、これまでの
研究成果をまとめ、学術図書を執筆・出版した。平成 29年度は追加調査を実施するととも
に、研究成果の英語での執筆を開始した。最終年度である平成 30 年度は、マンガルールで
の追加調査に加えてウッタカンナダ県における比較研究を実施した。また、本研究の成果
をまとめた著書（英語版）の執筆を完成させ、現段階では出版社によるレビュー中である。 
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